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高角度分解能放射光 X 線回折法により，(110)層状ペロブスカイトの相変化を調べた。単斜—直方相変化が観

察された。(110)層状ペロブスカイトの相変化を調べた例はあまり無いので，(110)層状ペロブスカイトの構造

科学にとって重要な成果であると考えられる。 
 

1   はじめに 
(110)層状ペロブスカイトとは、擬立方ペロブスカ

イト ABX3 ユニットの(110)面と平行な層からなる層

状ペロブスカイトのことである。ここで Aと B はそ

れぞれサイズが大きな陽イオンと小さな陽イオンで

ある。(110)層状ペロブスカイトは誘電性、イオン伝

導性などを示す興味深い材料群である[1,2]．ABX3

ペロブスカイトの相変化は良く調べられているのに

対し、(110)層状ペロブスカイトの相変化の研究は殆

ど無い。本研究では高角度分解能放射光 X 線回折に

より、(110)層状ペロブスカイトの相変化を調べたの

で報告する。 
 

2 実験 
固相反応法により合成した(110)層状ペロブスカイ

トの放射光 X 線粉末回折データを、PF の BL-4B2 に

設置された多連装 X 線粉末回折計により室温で測定

し た 。 モ ノ ク ロ メ ー タ で 単 色 化 し た 波 長

1.197239(12) Åの X 線を用いた。 
 

3   結果および考察 
図１に(110)層状ペロブスカイトの放射光Ｘ線回折

パターンを示す。化学組成 x=0 では単斜相であるこ

とを示す 40-2 と 302 反射の分裂が明確に観察された。

一方，化学組成 x=0.6 では単一のピークが観察され

て直方相であることを示している。このように，単

斜－直方相変化が観察された。このようなピークの

分裂は，角度分解能が悪い実験室系 X 線回折装置で

測定したＸ線回折データでははっきりととらえるこ

とができなかった。高い角度分解能のＸ線粉末回折

実験が(110)層状ペロブスカイトの相変化を調べるの

に有効であることがわかった。 
 
4   まとめ 

高角度分解能放射光 X 線回折法により，(110)層状

ペロブスカイトの相変化を調べた。単斜—直方相変

化が観察された。(110)層状ペロブスカイトの相変化

を調べた例はあまり無いので，(110)層状ペロブスカ

イトの構造科学にとって重要な成果であると考えら

れる。 

 
図１：(110)層状ペロブスカイトの放射光Ｘ線回折パ

ターン。 
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